
１
７
年
度
「
Ｎ
Ｉ
Ｅ
で
磨
く
国
語
力
」
№
３
１ 年 

 

組 
 

番 

氏
名 

近
代
的
な
国
語
辞
典
の
草
分
け
で
あ
る
『
①
言
海
（ 

 
 
 

）』
は
、
②
キ
ソ
ウ
（ 

 
 

）

か
ら
完
成
ま
で
１
６
年
を
要
し
た
。
ほ
ぼ
単
独
で
成
し
遂
げ
た
③
大
槻
文
彦
（ 

 
 
 

 
 
 

）

に
と
っ
て
の
難
問
は
、
新
し
い
語
の
う
ち
、
ど
れ
を
載
せ
、
ど
れ
を
捨
て
る
か
で
あ
っ
た
。
仕
事
を

進
め
た
明
治
前
期
は
次
々
と
新
語
が
生
ま
れ
た
時
代
だ
っ
た
▼
大
槻
の
④
ヒ
ョ
ウ
デ
ン
（ 

 
 

）

『
言
葉
の
海
へ
』（
高
田
宏
著
）
に
よ
る
と
「
自
転
車
」「
ペ
ケ
」「
す
ば
ら
し
」
な
ど
が
⑤
サ
イ
ヨ

ウ
（ 

 
 

）
さ
れ
「
園
遊
会
」「
す
て
き
」
は
見
送
ら
れ
た
。
ペ
ケ
の
意
味
は
「
横
浜
居
留
地
ニ

行
ハ
ル
ル
⑥
訛
語
（ 

 
）、『
⑦
可
（ 

）
カ
ラ
ズ
』
ト
イ
フ
意
ヲ
ナ
ス
」、
外
国
と
の
接
点
か
ら

広
が
っ
た
様
子
が
伝
わ
っ
て
く
る
▼
（
１
）
新
語
を
選
ぶ
苦
労
は
今
も
変
わ
ら
な
い
よ
う
だ
。
１
０

年
ぶ
り
に
改
訂
さ
れ
る
⑧
広
辞
苑
（ 

 
 
 
 

）
で
は
「
安
全
神
話
」「
婚
活
」「
ち
ゃ
ら
い
」
な

ど
が
載
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
方
で
「
つ
ん
で
れ
」
「
グ
グ
る
」
は
落
選
し
た
。
当
落
線
上
に
多
く

の
語
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
▼
「
や
ば
い
」
の
説
明
に
は
「
の
め
り
込
み
そ
う
で
あ
る
」
が
加
わ
っ
た
。

危
な
い
わ
け
で
は
な
く
、
好
ま
し
い
こ
と
が
起
き
た
と
き
に
も
若
者
が
⑨
連
呼
（ 

 
 

）
す
る
よ

う
に
な
っ
て
数
年
が
た
つ
。
感
嘆
詞
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
気
が
す
る
が
、
さ
て
広
辞
苑
の
解
釈

は
定
着
す
る
か
▼
（
２
）
今
回
の
改
訂
版
で
予
定
さ
れ
る
発
行
部
数
は
、
ピ
ー
ク
時
の
１
０
分
の
１

に
と
ど
ま
る
と
い
う
。
無
料
で
何
で
も
検
索
で
き
、
辞
書
が
売
れ
な
い
時
代
で
あ
る
。
電
子
版
の
売

り
上
げ
も
、
紙
の
穴
埋
め
に
は
遠
い
と
い
う
。
言
葉
の
変
化
に
あ
わ
せ
て
改
訂
が
続
け
ら
れ
る
の
か
、

少
し
心
配
に
な
る
▼
言
「
海
」、
大
辞
「
林
」
、
大
辞
「
泉
」。
辞
書
の
名
に
は
自
然
の
広
が
り
や
深

さ
が
あ
る
。
荒
れ
ず
に
⑩
ク
（ 

 

）
ち
ず
に
言
葉
を
守
り
続
け
ら
れ
る
か
。 

〔
２
０
１
７
年
１
０
月
２
７
日
「
天
声
人
語
」〕 

問
一 

①
～
⑩
の
カ
タ
カ
ナ
部
は
漢
字
に
直
し
、
傍
線
部
は
読
み
を
書
き
入
れ
な
さ
い
。 

問
二 

次
の
意
味
を
持
つ
言
葉
を
文
中
か
ら
選
び
（ 

 

）
内
に
書
き
入
れ
よ
う
。 

 

ア 

庭
園
に
飲
食
や
余
興
な
ど
の
設
備
を
整
え
、
客
を
招
い
て
も
て
な
す
こ
と
（ 

 
 
 

） 

 

イ 

あ
る
物
事
を
最
初
に
行
っ
て
発
展
の
基
礎
を
築
く
こ
と
（ 

 
 
 

） 

 

ウ 

検
索
サ
イ
ト
で
の
検
索
を
意
味
す
る
動
詞
（ 
 
 
 

） 

 

エ 

根
拠
が
明
確
で
な
い
の
に
「
絶
対
安
全
」
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
（ 

 
 
 

） 

 

オ 

理
想
の
相
手
を
見
つ
け
、
幸
せ
な
結
婚
を
す
る
た
め
の
活
動
（ 

 
 
 

） 

 

カ 

普
段
は
無
愛
想
な
女
性
が
、
時
折
甘
え
た
行
動
を
と
る
さ
ま
（ 

 
 
 

） 

問
三 

次
の
意
味
を
持
つ
６
字
の
副
詞
を
答
え
よ
う
。 

 

・
女
が
し
な
を
つ
く
り
な
が
ら
歩
く
さ
ま
。
は
で
で
安
っ
ぽ
い
さ
ま
。
落
ち
着
き
が
な
く
軽
薄
な

さ
ま
「
広
辞
苑 

第
六
版
」 

 

・
女
性
が
こ
と
さ
ら
に
気
取
る
さ
ま
。
浮
つ
い
た
振
る
舞
い
を
す
る
な
ど
軽
薄
な
さ
ま
「
大
辞
泉
」 

 

・
安
手
で
派
手
な
服
装
を
し
て
い
る
さ
ま
や
、
浮
つ
い
た
振
る
舞
い
を
す
る
な
ど
軽
薄
な
さ
ま
「
大

辞
林 

第
三
版
」 

 
 

（ 
 
 
 
 
 
 

） 

問
四 

傍
線
部
（
１
）
を
具
体
的
に
述
べ
て
い
る
部
分
を
２
１
字
で
書
き
抜
こ
う
。 

 
 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

問
五 

傍
線
部
（
２
）
の
理
由
を
３
０
字
程
度
で
考
え
よ
う
。 

 
 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

 


